
御　祖　の　教　え

る
恒
例
の
抽
選
会
が
取
り
行
な

わ
れ
、
お
大
黒
様
を
は
じ
め
、

お
餅
、
お
魚
、
お
神
酒
な
ど
が

幸
運
者
と
な
ら
れ
た
方
々
に
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
直
ち
に
豆
ま
き
の

行
事
に
移
り
、
教
祖
様
を
は

じ
め
来
賓
、
役
員
、
厄
除
け
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春
秋
の
例
大
祭
に
つ
い
で

盛
大
に
斎
行
さ
れ
る
大
和
教

本
廳
節
分
祭
は
、
本
年
も
二

月
三
日
節
分
の
日
を
期
し
て
、

午
前
と
午
後
の
二
回
に
亘
っ
て

厳
か
な
厄
除
け
の
神
事
と
古

来
よ
り
の
追つ

い
な儺
の
儀
式
で
あ
る

豆
ま
き
の
行
事
が
大
勢
の
参

列
者
の
も
と
、
に
ぎ
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
一
時
、
御
神
殿
に

儀
式
の
開
催
を
告
げ
る
大
太

鼓
の
合
図
が
鳴
り
渡
る
と
斎

主
祭
員
が
入
場
。
斎
主
一
拝

の
礼
に
続
き
紋
子
先
生
に
よ

り
祓
詞
、
大
麻
祓
が
修
さ
れ

た
あ
と
、
降
神
の
儀
。
続
い
て

斎
主
教
祖
様
が
節
分
祭
の
祝

詞
を
奏
上
し
、
更
に
参
列
者
と

共
に
御
神
言
、
大
祓
詞
、
神

拝
詞
を
奉
唱
。
次
に
斎
主
と

祭
員
に
よ
り
約
二
十
分
に
亘
っ

て
祈
願
者
芳
名
簿
の

読
み
上
げ
が
な
さ
れ
、

厄
除
け
と
除
災
招
福

の
祈
祷
を
執
行
。

　
こ
の
あ
と
教
祖

様
、
責
任
役
員
、
信

徒
会
名
誉
会
長
、
信

徒
会
会
長
、
厄
除
け

祈
願
者
、
参
列
者
代

表
の
順
に
て
大
前
に

玉
串
を
奉
奠
。
来
賓

と
教
祖
様
の
ご
挨
拶

の
あ
と
、
斎
主
祭
員

が
退
場
し
て
儀
式
の

部
を
終
了
。

　
続
い
て
斎
主
祭

員
、
参
列
者
全
員
が

修
練
道
場
に
移
り
追

儺
の
儀
式
を
執
行
。

先
ず
参
列
者
待
望
の

数
々
の
幸
運
が
授
か

平成 28年度

大 和 教 節 分 祭
追儺の儀式を執行

■ 

お
大
黒
様
授
与
者

　
★ 

午
前

　
　
　
浅 

野 

大 

介 

殿

　
　
　
光 

永 

輝 

彦 

殿

　
★ 

午
後

　
　
　
高 

橋 

佑 

花 

殿

※ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

祈
願
者
、
参
列
者
の
順
に
て

用
意
さ
れ
た
豆
ま
き
用
の
五

色
の
頭
巾
、
は
っ
ぴ
を
着
用
。

先
ず
御
神
前
に
向
か
っ
て
「
福

は
内
」
を
唱
え
な
が
ら
自
分

の
頭
上
へ
三
回
豆
を
ま
き
、
そ

の
あ
と
参
列
者
側
に
向
か
っ
て

「
鬼
は
外
」
と
ま
く
と
い
う
大

和
教
独
特
の
方
法
で
参
列
者

全
員
が
交
替
で
に
ぎ
や
か
に
豆

ま
き
を
執
行
。
こ
の
間
、
教

祖
様
、
副
管
長
、
紋
子
先
生

達
が
参
列
者
一
同
に
向
か
っ
て

福
豆
や
宝
銭
、
記
念
の
景
品

な
ど
を
お
授
け
す
る
な
ど
し
て

豆
ま
き
の
行
事
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

福
升
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
…

福
餅
が
雨
の
よ
う
に
降
る

宝
銭
を
撒
か
れ
る
教
祖
様

見
事
に
大
黒
様
を！
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大
和
教
本
廳
開
祖
で
あ

り
、
初
代
管
長
の
保
積
謙

光
大う

し
の
み
こ
と

人
之
命
様
が
帰き

ゆ
う幽
さ

れ
て
よ
り
三
十
九
年
、
又
、

総
監
で
あ
っ
た
玉
田
ス
ヱ

大お
お
と
じ
の
み
こ
と

刀
自
之
命
様
が
身み
ま
か罷
れ
て

よ
り
二
十
年
、
お
二
人
の
命

日
祭
が
、
去
る
三
月
十
九
日

午
前
十
一
時
よ
り
大
和
教
本

廳
・
修
練
道
場
に
於
い
て
教

祖
様
が
斎
主
を
務
め
ら
れ
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
儀
式
は
道
場
内
多
く
の

参
列
者
が
襟
を
正
す
な
か
、

斎
主
斎
員
が
入
場
、
斎
主

一
拝
の
礼
、
修
祓
、
降
神

の
儀
の
あ
と
、
斎

主
が
三
十
九
年

祭
、
二
十
年
祭
の

祝
詞
を
奏
上
、
大

和
教
本
廳
を
設
立

し
、
教
勢
を
拡
大

さ
れ
た
偉
業
を
称

え
る
と
共
に
、
御

恩
徳
・
御
遺
徳
に

思
い
を
馳
せ
、
大

和
教
本
廳
の
更
な

る
発
展
を
祈
請
致

し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
っ

た
奥
津
城
に
お
い

て
の
墓
前
祭
は
雨

天
の
た
め
引
き
続

き
道
場
内
に
お
い

て
こ
れ
を
執
行
。

　
次
に
玉
串
奉
奠

命
日
祭
祝
詞
を
あ
げ
ら
れ
る
教
祖
様

の
儀
に
移
り
、
喪
主
・
副
管

長
、
御
親
族
、
来
賓
、
役
員
、

信
徒
会
、
参
列
者
一
同
、
最

後
に
斎
主
教
祖
様
の
順
に
て

玉
串
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
直
会
が
執
り
行

わ
れ
、
責
任
役
員
、
来
賓
、

斎
主
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
、

参
列
者
一
同
と
共
に
開
祖

様
、
総
監
様
の
御
遺
徳
、
在

り
し
日
の
想
い
出
な
ど
を
偲

ん
で
の
一
時
を
過
ご
し
、
最

後
に
教
祖
様
が
参
列
者
へ
の

御
礼
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

御
遺
徳
を
偲
び
拝
礼

玉
串
を
捧
げ
て

三
月
二
十
三
日

春
彼
岸
塔
婆
大
供
養
祭

万
物
一
切
の
霊
を
供
養

　　　　より美しく　より快適に

　　　　　リフォーム・耐震・新築工事

カ ク タ 産 業

  　  　      代　表　角 田 整 一
     　　　〒９８１－４２７２　宮城県加美郡加美町四日市場字屋敷８９
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塔
婆
を
も
っ
て
諸
霊
及
び
万

物
一
切
の
霊
の
供
養
を
行
な
う

「
大
和
教
春
彼
岸
塔
婆
大
供
養

祭
」
は
春
の
彼
岸
の
二
十
三
日
、

修
練
道
場
に
祭
壇
が
設
け
ら
れ

厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
一
時
教
祖
様
に
よ
り

大
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
あ

と
斎
主
祭
員
が
入
場
。
祭
壇
の

左
右
に
は
先
祖
の
霊
、
有
縁
無

縁
の
霊
、
幼
子
の
霊
、
そ
し
て

万
物
一
切
の
霊
の
成
仏
浄
化
を

願
う
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
塔

婆
を
は
じ
め
、
生
花
、
お
供
物
、

そ
れ
に
奉
仕
者
に
よ
る
手
作
り

の
お
供
え
膳
な
ど
が
所
せ
ま
し

と
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
祭
が
告
げ
ら
れ
る
と
、
先

ず
紋
子
先
生
に
よ
っ
て
修
祓
が

執
り
行
な
わ
れ
、
続
い
て
斎
主

教
祖
様
に
よ
り
降
霊
の
儀
、
ご

神
言
の
奉
唱
。
そ
し
て
供
養
祭

の
祝
詞
奏
上
と
共
に
、
供
養
者

の
読
み
上
げ
が
な
さ
れ
、「
お
水

手
向
け
の
儀
」
が
全
塔
婆
に
丁

重
に
修
せ
ら
れ
て
か
ら
、
再
び

ご
神
言
、
供
養
詞
、
偲
び
詞
が

奉
唱
さ
れ
、
全
参
列
者
と
共
に

万
物
一
切
の
霊
に
対
し
て
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
参
列
者
一
同
が
花
玉
串

を
奉
奠
、
祭
主
に
よ
る
昇
霊
の
儀

を
も
っ
て
本
儀
式
の
部
を
終
了
。

　
こ
の
あ
と
直
会
に
移
り
、、
役

員
の
挨
拶
と
教
祖
様
の
ご
教
話

に
よ
り
有
意
義
に
執
行
。
教
祖

様
は
ご
教
話
の
中
で
彼
岸
に
執

り
行
わ
れ
る
供
養
祭
の
意
義
と
、

子
孫
で
あ
る
我
々
が
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
先
祖
供
養
の
大

切
さ
を
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
直
会
を
も
っ
て
春
彼
岸

塔
婆
大
供
養
祭
は
と
ど
こ
う
り

な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。

お
水
手
向
け
の
儀

花
玉
串
を
奉
奠
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いつまでもお元気で
ご活躍を ‼

教祖様の御誕生御祝

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
の
点
灯

　
春
光
う
ら
ら
か
な
四
月
十

日
、
御
神
殿
に
お
け
る
月
次

祭
終
了
後
午
後
一
時
よ
り
場

所
を
修
練
道
場
に
移
し
、
本

廳
と
信
徒
会
の
共
催
に
よ
る

「
教
祖
様
誕
生
御
祝
い
の
会
」

が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
役
員
・
信
者
の
盛
大
な
拍

手
と
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
鳴
り
響

く
な
か
教
祖
様
、
紋
子
先
生

が
晴
れ
や
か
に
ご
入
場
。

　
片
倉
美
枝
子
信
徒
会
副

会
長
の
開
式
の
宣
言
が
行
わ

れ
る
と
、
先
ず
山
形
支
部
を

代
表
し
て
渋
谷
み
ゆ
き
、
難

波
ア
イ
、
小
南
り
か
、
本
間

理
映
子
さ
ん
達
が
花
束
を
贈

呈
、
次
に
仙
台
教
会
か
ら
光

永
あ
や
子
さ
ん
が
教
祖
様
に

対
す
る
常
日
頃
の
感
謝
を
込

め
て
花
束
と
記
念
品
を
贈
呈

致
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
教
祖
様
が
バ
ー
ス

デ
ー
ケ
ー
キ
の
点
灯
を
行
い
、

矢
部
　
勇
責
任
役
員
、
三
浦

金
一
信
徒
会
名
誉
会
長
の
祝

福
の
挨
拶
の
あ
と
乾
杯
、
手

作
り
の
料
理
、飲
み
物
や
ケ
ー

キ
が
並
ぶ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
の
華
や
か
に
パ
ー
テ
ィ
が
催矢部  勇  責任役員

慎重な審議が行なわれる

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
教
祖
様
は
「
何
事

も
明
る
く
前
向
き
に
進
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
。
く
よ
く
よ

悩
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
日
は
私
の
た
め
に
真
心
の

こ
も
っ
た
お
祝
い
の
会
を
開
い

て
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
一
層
の
決
意
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
」
と

ご
挨
拶
を
さ
れ
、
お
祝
い
の

会
を
芽
出
度
く
終
了
。

平
成
二
十
八
年
度

信
徒
会
総
会
を
開
催

役
員
改
正
も
行
わ
れ
る

　
大
和
教
本
廳
信
徒
会
（
千

葉
藤
男
会
長
）
は
、
去
る

二
月
二
十
八
日
午
前
十
一

時
よ
り
修
練
道
場
に
於
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
の

総
会
を
開
催
。

　
会
議
に
先
立
っ
て
千
葉
藤

男
会
長
が
挨
拶
、
続
い
て
今

野
恭
一
顧
問
が
議
長
に
選
出

さ
れ
直
ち
に
議
事
に
入
り
ま

し
た
。
　
　

　
議
案
に
基
づ
き
、
㈠ 

平

成
二
十
七
年
度
行
事
報
告
及

び
収
支
決
算
・
監
査
報
告
、

㈡ 
平
成
二
十
八
年
度
行
事

計
画
案
・
収
支
予
算
案
㈢
役

員
改
選
　
㈣
そ
の
他
、
の
四

議
案
に
つ
い
て
慎
重
な
る
審

議
が
な
さ
れ
、
議
題
の
㈠ 

㈡ 

に
つ
い
て
は
原
案
通
り

に
承
認
可
決
。
㈢
の
役
員
改

正
に
つ
い
て
は
下
記
の
通
り

新
役
員
を
決
定
。
但
し
、
会

長
に
つ
い
て
は
特
例
と
し
て

任
期
を
一
年
と
し
、
来
年
度

の
総
会
に
お
い
て
協
議
す
る

こ
と
と
し
た
。
㈣
そ
の
他
、

に
関
し
て
は
本
庁
行
事
支
援

の
他
、
信
徒
会
独
自
の
活
動

も
積
極
的
に
企
画
実
行
し
て

行
く
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
教
祖
様
が
信
徒
会

へ
の
期
待
と
要
望
に
つ
い
て
お

話
を
さ
れ
、
片
倉
美
枝
子
副

会
長
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ

て
総
会
を
有
意
義
に
終
了
。

名
誉
会
長
　
三
浦
　
金
一

相
談
役
　
保
積
　
堯
長

　  

同
　
　 

保
積
　
紋
子

会
　
長
　
千
葉
　
藤
男

副
会
長
　
片
倉
美
枝
子

　  

同
　
　 

小
野
寺
脩
人
　

理
　
事
　
安
倍
　
益
穂

　  
同
　
　 

渋
谷
み
ゆ
き

　  

同
　
　 
上
野
　
芳
子
　  

同
　
　 
光
永
あ
や
子

　  

同
　
　 
吉
田
　
千
秋

会
　
計
　
吉
田
　
清
隆

監
　
事
　
鎌
田
　
孝
一

　  

同
　
　 

柏
　
　
佑
整
　
　

信
徒
会
新
役
員
名

平成28年度行事予定
●６月２３日（木）大黒・恵比須神祭
　　　３０日（木）夏越大祓
●７月１５日（金）～16日（土）出羽三山登拝
●８月１１日（月）施餓鬼塔婆供養祭
　　　２３日（火）地蔵盆祭
●９月２３日（金）秋彼岸塔婆大供養祭

●１０月１６日（日）合同宅神祭
●１１月　６日（日）秋季例大祭「感謝祭」
　　　　２３日（水）祓戸大神祭
●１２月　４日（日）年末大掃除
　　　　２１日（水）冬至星祭
　　　　２３日（金）年納め塔婆大供養祭
　　　　２８日（水）～３１日（土）合同大祓
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大
麻
で
祓
い
清
め
る
紋
子
先
生

　
さ
て
、
今
回
の
神
道
豆

知
識
で
は
私
達
が
い
つ
も

お
祓
い
を
し
て
い
た
だ
く
、

祓はら
え
ど
の
お
お
か
み
さ
ま

戸
大
神
様
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

身み
そ
ぎ
は
ら
え
こ
と
ば

禊
祓
詞
で
「
高た
か
ま
の
は
ら

天
原
に

神か
む
つ
ま
り
ま

留
座
す
…
…
祓
戸
大
神
等た
ち

」

と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
実
は
祓

戸
大
神
様
は
一
柱
の
神
様
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
和
教
神
拝
詞
の

「
大
お
お
は
ら
え
こ
と
ば

祓
詞
」
の
後
半
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
、
瀬
織
津
比
賣
、
速

開
津
比
賣
、
気
吹
戸
主
、
速
佐

須
良
比
賣
、
の
四
柱
の
神
様
を

総
称
し
て
祓
戸
大
神
様
と
呼
ん

で
い
る
の
で
す
。

　
先
ず
■
瀬せ
お
り
つ
ひ
め

織
津
比
賣
大
神
は

も
ろ
も
ろ
の
禍ま
が
ご
と事
・
罪
・
穢け
が

れ

を
川
か
ら
大
海
に
流
し
、
■

速は
や
あ
き
つ
ひ
め

開
津
比
賣
大
神
が
そ
れ
を
海

の
底
で
待
ち
構
え
て
飲
み
込
ん

で
し
ま
い
、
更
に
■
気い
ぶ
き
ど
ぬ
し

吹
戸
主

大
神
が
そ
れ
を
根
の
国
・
底
の

国
に
息
で
吹
い
て
、
最
後
に

速は

や

さ

す

ら

ひ

め

佐
須
良
比
賣
大
神
が
持
ち

去
っ
て
な
く
し
て
し
ま
う
。

　
こ
う
し
て
国
中
の
禍
事
・
罪
・

穢
れ
が
全
て
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
さ
れ
る
の
で
す
。

　
神
事
に
お
い
て
大や
ま
と和
御み
お
や
の祖

大お
お
か
み神
様
を
お
招
き
す
る
前
に
、

神し
ん
せ
ん饌（
神
様
へ
の
供
物
）、玉
串
、

参
列
者
の
心
身
の
罪
穢
れ
を
祓

う
た
め
に
必
ず
行
わ
れ
る
の
が

修し
ゅ
ば
つ祓
で
あ
り
、
参
列
者
全
員
が

低
頭
し
、
祓
戸
大
神
様
に
「
身

禊
祓
」
詞
を
奏
上
し
て
祓
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
大お
お
ぬ
さ麻
で

禍
事
・
罪
・
穢
れ
を
絡
め
取
り

ま
す
。

　
次
回
の
行
事
で
典
儀（
司
会
）

が
「
祓
詞
奏
上
」
と
言
っ
た
ら

ぜ
ひ
今
回
の
豆
知
識
を
想
い
だ

し
、
祓
戸
大
神
様
の
お
働
き
に

感
謝
し
て
く
だ
さ
い
ね
‼

神
道
豆
知
識

『
祓は
ら
え
ど
の
お
お
か
み
さ
ま

戸
大
神
様
』と
は
？

　　　佐々木自動車鈑金塗装

　　　　　　　　　　　　　　　鈑金　　塗装　　販売　　車検　　保険　　

１級塗装技能士

　　代表  佐々木  浩
〒981-0111 宮城郡利府町加瀬十三本塚１１３－９

　　　　　　　　　　TEL  FAX　　０２２－３５６－５２４５

　　　　　　　　　　　 携帯    ０９０－７７９７－０１４０

　　木の香りをたいせつにする

　　　　　一般建築・設計・施工・リフォーム

 　          有限会社　ま  る  ふ  じ  工  榮
 　  　         代表取締役　伊　藤　　理

  　　   　　　〒９８１－４２７２　宮城県加美郡加美町城生字前田１９－１

　　　　ＴＥＬ （０２２９）６３－２４７１　　ＦＡＸ（０２２９）６３－２４７１

　　　　　　　　　　　　　携帯電話　０９０－２８８０－０５８３

み 皆様の ら ライフ ( 生活 ) の い 移動をお手伝いします ‼

未来交通
介護・福祉タクシー

ご予約は下記の電話番号へ 営業時間 8：00 ～18：00まで
（上記時間外はご相談ください）

〒 983-0826 仙台市宮城野区鶴ヶ谷東 1-17-10


